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平成 18年 6月 2日、市は日本政府に対し、安全対策など 5項目の要請をしました。要請の内容は、平成 12

年から中断している市と米海軍との災害時の相互支援協定の締結に向けての協力や、原子力防災訓練への

米海軍の参加などです。長年にわたり、実現できなかったこれらの問題について、日米両政府からは、積極

的に協力するという回答がありました。 

平成 18年 7月 10日には、蒲谷亮一市長とジェームズ・ケリー在日米海軍司令官、河相周夫（かわいちかお）

外務省北米局長ほかが、市役所で会談。相互支援協定の締結や防災訓練のシナリオなどについて、協議を

進めていくことに合意しました。  

 

 
 

監視体制の強化を 

原子力艦船の横須賀寄港は、昭和 41年 5月 30日に原子力潜水艦「スヌーク」が初めて入港して以来、平成

18年 7月までに 745回、通算滞港日数は 5,507 日に達しています。  

不測の事故による放射能汚染から市民の生命の安全を守るため、寄港時は、国・県・市が共同して空間およ

び海水中の放射能調査を行い、安全の確保に万全を期しています。 

放射能の調査結果は、文部科学省のホームページ（URL：

http://www.kankyo-hoshano.go.jp/kl_db/servlet/com_s_index）「日本の環境放射能と放射線」でご覧にな

れます。 

今後は、調査体制や設備の充実など、監視体制の抜本的強化を国に強く求めていきます。 

  

http://www.kankyo-hoshano.go.jp/kl_db/servlet/com_s_index


相互支援協定の締結に向けて 

横須賀市と米海軍との間で、災害時の相互支援協定を結ぶための協議を進めます。 

協定が結ばれれば、地震、台風などあらゆる災害について、皆さんの生命や財産を守るために市と米海軍が

円滑に効果的に協力することができます。 

万が一、原子力災害が起きた場合でも、この協定に基づき相互支援が可能になります。 

防災訓練への米海軍の参加を 

市では、平成 14年から、万が一の原子力災害の発生に備え、原子力防災訓練を行っています。 

これまで米海軍は、原子力艦船の事故はあり得ないと主張し、原子力艦船の事故を想定した訓練には参加

できないという立場をとってきました。 

今後は横須賀市も参加し、日本政府、米海軍との間で、信頼性のあるシナリオなどについて積極的に協議を

進めていきます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



横須賀市と米海軍との災害時における相互協定等についての５項目の要請 

 



 

「わが国の安全保障にとって米海軍横須賀基地は極めて重要であり、そのため横須賀が被っているさまざま

な負担については重々承知しており、政府として感謝申し上げたい。相互支援協定など、市民に御理解をい

ただくための必要な措置について、政府として全面的に協力していきたい」 

 

平成 18年 6月 12日に本市を訪れた麻生外務大臣から、政府は、市民の安全と安心のためにあらゆる事態

に備えるため、市と米軍との連携の下に適切に対処するという回答がありました。 

 



横須賀市トップページ＞横須賀と基地＞広報よこすか2006年9月号－空母問題特集＞安全・安心を現地で検証 米

国サンディエゴを視察

毎月1日発行

ゾートマン司令官と会談する蒲谷市長

平成18年8月14日～18日、蒲谷市長が米国サンディエゴ市とコロナド市を訪れま

した。原子力空母の安全性について検証するため、サンディエゴ基地の地元自

治体であるサンディエゴ市、コロナド市の市長と会談。安全対策や環境対策、地

元市民の反応などについて聴取しました。

サンディエゴ基地は、2008年に横須賀基地に配備が予定されている原子力空母

ジョージ・ワシントンと同じ「ニミッツ級」の原子力空母ニミッツとロナルド・レーガ

ンが母港としています。これまでの米海軍側の説明について、現地での検証を

行うために米海軍の関連施設も視察しました。

今回の渡米のもう1つの目的は、米側の関係者と直接会談することでした。平成

18年8月16日にはゾートマン太平洋艦隊航空コマンド司令官と会談。ゾートマン

司令官は、横須賀基地に配備される予定の空母ジョージ・ワシントンの乗組員

の人事などを担当しています。優秀な乗組員の選抜や、日常訓練、原子炉の安

全管理の徹底などを申し入れ、米海軍側から確約を取り付けました。
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毎月1日発行 インターネットで見 広報よこすか

チェルノブイリの事故は、原子炉の暴走により起きた事故で、黒鉛減速軽水沸騰冷却（RBMK）型という構造の原子

炉でしか起こりえないものです。

この型の原子炉は、低出力では暴走する危険性がありました。放射性物質を閉じ込める格納容器もありませんでし

た。

米海軍の原子力軍艦の原子炉は、加圧水型という構造の原子炉で、全ての出力で安定性があり、暴走の危険性は

ありません。頑丈で安全な格納容器を備えています。

原子爆弾のように核爆発を起こすためには、一瞬に爆発的に核分裂を起こさせるための特殊な装置が必要です。

Page 1 of 2広報よこすか/2006年9月号/空母問題特集号 知って安心原子力空母Ｑ＆Ａ

2022/09/29file://jack/fsroot/fs/05_市長室/0535_国際交流・基地政策課/課共有/基地対策＞国...



copyright(c) YOKOSUKA CITY.ALL rights reserved.

Page 2 of 2広報よこすか/2006年9月号/空母問題特集号 知って安心原子力空母Ｑ＆Ａ

2022/09/29file://jack/fsroot/fs/05_市長室/0535_国際交流・基地政策課/課共有/基地対策＞国...


